
漁港ワーキンググループの開催について

○沖合漁業の荷揚げスペースの確保
５号上屋（２隻分）を工事 → １～４号、６号、８号上屋に分散
各漁業種類で協力し、荷揚げ岸壁の円滑な利用が必要。
⇒適時の着岸 → 速やかな水揚げ、休憩岸壁への移動に協力を

○休憩岸壁の適正利用
・資材積み込みのための車両管理
・長期係留船の係船ルールの検討

漁港ワーキンググループにより話し合いたいと考えています
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区    分 氏　　名 役　　職　　等　　

会   　　長

森脇　寛 山陰旋網漁業協同組合副組合長

橋津　寛 山陰旋網漁業協同組合理事

川本　英文 山陰旋網漁業協同組合専務

平木　操 島根県まき網漁業協議会副会長

喜多村　実 鳥取県かにかご漁業組合組合長

岩田　慎介 鳥取県小型いかつり漁業協会会長

田渕　幸一 田後漁業協同組合代表理事組合長

赤井　栄作 鳥取県漁業協同組合境港支所支所長

オブザーバー 杉山　豊 境港水産物市場管理株式会社設備部長

鳥取県農林水産部水産振興局水産振興課長

鳥取県境港水産事務所長

鳥取県県土整備部空港港湾課長

鳥取県西部総合事務所県土整備局河川砂防課長

境港市産業部水産商工課

一般社団法人境港水産振興協会

(一財)漁港漁場漁村総合研究所
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